










市報 みなみ魚沼　2025.7 6

　昨年12月から保険証の新規発行が終了し、マイナンバーカードを保険証として使用する「マイナ保険証」
を基本とする仕組みに移行しました。
　現在、お手元にある保険証などの有効期限は７月31日㈭までです。有効期限までに８月１日㈮から使
用する新しい書類を送付します。（国民健康保険と後期高齢者医療制度では送付する書類が異なります）
　普通郵便で送付します。簡易書留郵便を希望する人は、市民課国保年金係、大和・塩沢市民センターの
窓口にお申し込みください。電話での受付はできません。

マイナ保険証を持っている人

「資格情報のお知らせ」を世帯主あてに送付します
※世帯でまとめず、ひとりずつ送付します
　マイナンバーカードの健康保険証利用登録がある
人に、健康保険の資格情報を確認できるよう交付す
る書類（A４サイズ）です。

　「資格情報のお知らせ」は、顔認証付きカードリ
ーダーで読み取りができない場合に提示いただくも
のです。単体では受診できません。８月以降受診す
る際は、マイナンバーカードを提示してください。

マイナ保険証を持っていない人

「資格確認書」を世帯主あてに送付します
※世帯でまとめて送付します
　マイナンバーカードを持っていない人やマイ
ナンバーカードの健康保険証利用登録をしてい
ない人に交付します。（申請不要）

新しい資格確認書はピンク色です

　資格確認書を医療機関などの窓口に提示する
ことで、これまでどおり受診できます。医療機
関を受診の際に、窓口で提示してください。

国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入しているみなさんへ大切なお知らせ
「資格情報のお知らせ」「資格確認書」を送付します

【問合せ】国民健康保険・後期高齢者医療制度に関すること　市民課 国保年金係　☎７７３・６６６１
マイナンバーカードの申請や更新に関すること　　市民課 市民班　　　☎７７３・６６６１

国民健康保険に加入しているみなさん

  共通事項  
・70歳から74歳の人は「一部負担金割合」が記載されています。
・すでに社会保険などに加入している人は、国民健康保険をやめる手続きをしてください。
・職場を退職し、社会保険などに加入していない人は、国民健康保険に加入する手続きをしてください。
手続き窓口　市民課 国保年金係、大和・塩沢市民センター

●マイナ保険証を持っている人でも、次の場合は窓口での申請により資格確認書を発行します
・マイナンバーカードを紛失した人、更新中の人
・介助者などの第三者が要配慮者に同行して資格確認を補助する必要が

あり、マイナ保険証での受診が困難な場合など
※詳しくは、市民課国保年金係へお問い合せください
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無意識の思い込みに気づこう
「アンコンシャスバイアス」という言葉を

知っていますか。私たちは、過去の経験や見
聞きしてきたことなどから無意識に「こうだ」
と思うことがあり、自分では気づいていない
偏ったものの見方や考え方をすることがあり
ます。この「無意識の思い込み」をアンコン
シャスバイアス（unconscious bias）といい
ます。

無意識の思い込みは、人間の脳の働きによるものなので誰もが持っており、自然なことです。しか
し、無意識であるために、何気ない発言や行動で相手を傷つけたり、自分やほかの人の可能性を狭め
たりするかもしれません。

大切なことは、自分が当たり前だと思っていることに「思い込み」や「決めつけ」がないか意識し
てみることです。「こうに違いない」「ふつうはこうだ」と思ったときは注意が必要です。一人ひとり
が自分のアンコンシャスバイアスに気づき、お互いを尊重し、だれもが活躍できる社会をつくってい
きましょう。

たとえば、こんなふうに
　　　思ったことはありませんか？
□育児中の女性に重要な仕事を任せるべきではない
□リーダーは男性の方が向いている
□「親が単身赴任」と聞くと父親のことだと思う
□シニアはパソコンが苦手
□赤いランドセルは女の子のもの
□自分なんてどうせダメだ

シリーズ➀ 人 権
※人権啓発のため
　不定期に掲載します

令和７年度は、マイナ保険証の有無に関わらず、手続きなしで資格確認書を交付します。
資格確認書を医療機関などの窓口に提示することで、これまでどおり受診できます。

●対象となる人は、75歳以上または65歳から74歳まで
の一定の障害がある人です

●保険証同様、昨年12月から限度額認定証の新規発行が
終了したため、現在、限度額認定証を持っている人や資
格確認書に限度区分を併記する申請をした人は、限度区
分を併記した資格確認書を送付します。

　上記以外で限度区分の記載を希望する場合は、市民課国
保年金係、または大和・塩沢市民センターで手続きをして
ください。

― マイナ保険証のいいところ ―
・過去のお薬や診療データに基づく、より良

い医療が受けられる
・突然の手術や入院でも高額な支払いが不要

になる
・救急現場で、救急搬送中の適切な応急処置

や病院の選定、搬送先の病院で活用される

新しい資格確認書は空色です

後期高齢者医療制度に加入しているみなさん

もちろん、マイナ保険証でも
受診できます。

ぜひ、つかってね！

マイナンバー総合
フリーダイヤル

マイナ保険証
のメリットな
どについて

資格確認書
について

5番を選択のうえ、音声ガイダンスにしたがってお進みください。
平　日：9時30分～20時00分
土日祝：9時30分～17時30分受付時間（年末年始を除く）

0120-95-0
マ

1
イ

7
ナン

8
バー
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後期高齢者医療制度 【問合せ】市民課 国保年金係　☎７７３・６６６１

医療費の自己負担割合
　毎年、同一世帯の後期高齢者医療制度加入者の前年度所得に応じて、医療費の自己負担割合を判定し
ます。７月下旬に送付する新しい資格確認書に記載されている自己負担割合は、８月１日㈮から１年間
適用されます。
３割負担（現役並み所得者）となる人

同一世帯の後期高齢者医療制度の加入者の中に、市・県民税課税所得が145万円以上の人がいる場合
※市・県民税課税所得が145万円以上の人がいる場合でも、世帯の収入・所得状況が基準額未満であ

れば、２割、または１割負担となります
２割負担となる人

同一世帯の後期高齢者医療制度の加入者の中に、市・県民税課税所得が28万円以上の人がいる場合
※市・県民税課税所得が28万円以上の人がいる場合でも、世帯の収入・所得状況が基準額未満であ

れば、１割負担となります
１割負担となる人
「３割負担（現役並み所得者）となる人」と「２割負担となる人」以外は１割負担となります

令和７年度の保険料と納付方法
　年間保険料額の通知書を７月中旬に送付しますのでご確認ください。
　保険料の納付方法は、「特別徴収（年金天引き）」「普通徴収（納付書か口座振替）」「９月までは普通
徴収で10月から特別徴収に切り替わる場合」の３通りです。

特別徴収（年金から天引きで納める方法）
　年金支給月（４・６・８・10・12・令和８年２月）に年金から天引きとなります。
　10月～令和８年２月の納付額は、確定した年間保険料額から、４月～８月の納付額を差し引いた残
額を納めていただきます。

普通徴収（７月から納付書か口座振替で納める方法）
　年間保険料額を、年９回（７月～令和８年３月）に分けて納めていただきます。
　月々の保険料額は、通知書に記載されています。
※年度途中で、納付方法が納付書や口座振替から年金天引きに変わる人がいます。その場合、年間保険

料額から、納付書や口座振替による納付済額を差し引いた残額を納めていただきます。年間保険料額
は変わりません

保険料の決まり方（100円未満切り捨て）

※基礎控除額は所得に応じて変動（43万円、29万円、15万円、０円）
保険料の軽減制度（申請手続きは不要です）

令和６年中の所得の状況に応じた軽減
　保険料の均等割額が世帯の所得状況に応じて、７割、５割、２割軽減されます。
制度加入の前日に会社の健康保険などの被用者保険の被扶養者であった人への軽減
　　「均等割額」は制度加入月から２年間のみ５割軽減されます。「所得割額」はかかりません。(市町

村国保、国保組合などは対象外です)

納付方法の変更　　保険料を年金天引きから口座振替に変更できます
　納付方法を変更する場合は、市民課と金融機関の両方で手続きが必要です。詳しくは、国保年金
係にお問い合せください。
※国民健康保険税を口座振替で納めていた人も改めて手続きが必要です

手続きに必要なもの　振替口座の情報（口座番号など）、通帳の届出印、資格確認書
※家族の口座からの振替にすると、社会保険料控除は実際に負担をした口座の名義人に適用されま

す。世帯全体の所得税や市・県民税額に影響する場合がありますのでご注意ください

均等割額
＋

所得割額
＝

年間保険料額
44,200円 （前年中の総所得金額等－基礎控除額※）×8.61％ 限度額80万円
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塩沢まつり（住吉神社例大祭） 【問合せ】商工観光課 商工振興班 ☎７７３・６６６５

南魚沼市兼続公まつり 【問合せ】実行委員会（南魚沼市観光協会）☎７８３・３３７７

令和７年度 夏祭り開催に伴う交通規制にご協力ください

期日 ７月14日㈪～16日㈬　会場 塩沢地区内 行事予定

●７月14日㈪
15：00～子ども樽みこし
16：00～青年樽みこし
16：30～踊り屋台
18：00～宵祭り神事
20：30～青年樽みこし
　　　　　 パフォーマンス
●７月15日㈫
  6：00～神楽
  8：30～本祭り神事
10：00～御神輿渡御
15：30～還納祭
18：00～演芸大会
　　　　（勤労者体育センター）
●７月16日㈬
19：45～大花火大会

※行事は天候により遅れたり、中止したりする場合があります

※行事は天候により遅れたり、中止したりする場合があります。煙火大会は荒天の場合は、延期します

至 六日町駅
塩 沢 駅

至 越後湯沢駅

至 六日町至 湯沢

塩沢
庁舎

塩沢
公民館

住吉
神社

第
四
北
越
銀
行

祭
典
本
部
WC

WC

 ふれあい広場
牧之通り

露店商用

観光客用

〒

商工会 野外
ステージ

鈴木牧之
記念館

17

歩行者専用
７月14日㈪ 12：00～
７月15日㈫ 23：00

露店出店位置

注意 19日15：30～22：30の間、城内方面への通り抜け
はできません。大月・塩沢方面に迂回してください。
（そのほか脇道も規制あり）

露店出店位置

煙火打上場所 

至 五日町

至 城内

ディス
ポート

煙火本部 

六日町駅

市役所

魚　野　川

銭淵公園

美
佐
島

河
川
公
園

消防署

総合支援学校
地域振興局

JR上越線

旧 魚よし

県営団地
ＷＣ

八坂神社

歩道橋

大神宮

〒

文

ＷＣ

FMゆきぐに
東北電力

MAXトレーニングジム

美佐島
トンネル

ふれ愛支援センター

至 塩沢

至 大月

市民
会館 まつり本部 

警 備 本 部 

ＷＣ

ＷＣ

煙火大会
警備本部 

枠内危険立入禁止区域

泉
田
橋

坂
戸
橋

六
日
町
大
橋

水
道
橋

美
佐
島
橋

二
日
町
橋

煙火観覧席煙火観覧席

坂戸橋・六日町大橋上で
の煙火観覧はできません

ホテル坂戸城

19日は、河川敷に車両駐車はできません

17 17

291

291

行
　事
（
予
定
）

交
通
規
制

7/17(木) 12：00～22：00
7/18(金)　10：00～22：00
7/19(土)　11：00～23：30
7/19(土) 12：00～15：30

片側交互通行
7/19(土) 15：30～22：30

煙火第１次規制区域
7/19(土) 18：30～22：30

煙火第２次規制区域

●子どもみこし………13：30　●子ども太鼓………17：00
●金毘羅神輿渡御……18：00　●大人みこし………18：00
●太鼓大会……………19：00　●八坂神社宵祭……19：30
●大人みこしパフォーマンス…20：30

7月17日(木)

7月18日(金)
●神楽巡業……………  7：00　●八坂神社本祭……  9：00
●八坂神社神輿渡御…10：00　●子どもみこし……13：30
●お六流し……………19：00

7月19日(土) ●墓前供養祭…………13：30　●大煙火大会………19：30
露店営業…全日21：30まで

市民会館の駐車場利用は、まつり期間中のみ利用可能

【交通規制図】
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ごみにしない！３Ｒ推進コーナー 【問合せ】廃棄物対策課　☎７８２・０３３９

家庭用電気式生ごみ処理機の購入費補助

電池やバッテリーを取り外せない小型家電の拠点回収を行います

家庭用電気式生ごみ処理機は、季節を問わず
利用できるため、ごみの減量に役立ちます。

生ごみを乾燥させて減量化する「乾燥式」や、
堆肥にリサイクルする「バイオ式」や、乾燥式
とバイオ式の方式を取り入れた「ハイブリット
式」もあります。

詳しくは取扱店でご確認ください。
購入費補助制度があります。ご活用ください。

【購入費補助制度】※購入前の申請が必要です
対 象 者　市内に住所があり、電気式生ごみ処理機を購入して生ごみの減量化・堆肥化を行う人
対象機種　電気で生ごみを減量化、堆肥化する処理機　
補助金額　購入費の１／３以内（限度額２万円、千円未満は切捨て、１世帯１台まで）
※購入費には、配達料や別売りの付属品、工事費などは含まない
受付窓口　廃棄物対策課、総合窓口（本庁舎）、大和・塩沢市民センター　
申請方法
①受付窓口にある申請書（市ウェブサイトからダウンロード可）を記入のうえ、見積

書の写し、カタログ（仕様書）を添付して、申請してください。
②市から交付決定通知書が届いたら、生ごみ処理機を購入してください。
③購入後は、実績報告書に保証書と領収書の写しを添付して受付窓口に提出してください。
④市で実績報告書を確認後、指定の口座に補助金を振り込みます。（おおむね１か月かかります）

電池やバッテリーを取り外せない小型家電のうち以下の品目の拠点回収を行います。
回収できるもの（一度回収したものは返却できません）

電池類、モバイルバッテリー、ポータブルＣＤ・ＭＤプレーヤー、携
帯ゲーム機、携帯電話、スマートフォン、コードレス電話、ハンディ
ファン、デジタルカメラ、電気カミソリ、電子辞書、電子体温計、電
子タバコ、電子血圧計、電卓、電動歯ブラシ、ビデオカメラ、ポータ
ブルナビ、ワイヤレスイヤホン

注意
・膨張した電池、モバイルバッテリーなどは市の不燃ごみ処理施設へ直接持ち込んでください。
・携帯電話、スマートフォンはバッテリーを使い切りデータを消去したものに限ります。

回収できないもの
・テレビ、電子レンジなどの一般家電　・パソコン（宅配回収をご利用ください）

期日　７月１日㈫から回収開始
回収方法　本庁舎、塩沢・大和市民センターに設置する回収ボックスに入れてください。

家庭から出る生ごみの減量化と資源化を推進する
ため、購入費用の一部を補助しています！

・ごみの減量化によりごみ袋が軽く
なり、ごみ出しの負担が減ります。

・生ごみのにおいやハエなどの虫の発生が抑えられ
衛生的です。

・生ごみを堆肥化した場合、有機肥料として家庭菜
園などに活用できます。

メリット

※家庭で使用していたものに限ります

ペットボトルの無料回収を実施します（アルミ缶の無料回収も実施）
　７月６日㈰に開催の「つむぎ通り軽トラ市」でペットボトルの無料回収を実施します。中身を飲み切
り、水で軽くすすぎ、キャップとラベルを外してからお持ちください。
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２
階　

実
習
室

対
象　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

女
性

費
用　
無
料

持
ち
物　
筆
記
用
具

定
員　
15
人

申
７
月
17
日
㈭
ま
で

申込みは

問
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
係

☎
７
７
３・６
６
１
０

郷
土
料
理
教
室
の
参
加
者
募
集

南
魚
沼
な
ら
で
は
の
食
文
化
の

魅
力
を
改
め
て
知
っ
て
も
ら
う
取

組
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
新
潟

県
の
食
文
化
を
代
表
す
る
笹
団
子

作
り
を
通
じ
て
、
地
元
の
郷
土
料

理
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

郷
土
料
理
や
食
文
化
に
興
味
が

あ
る
人
は
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

内
容　
笹
団
子
作
り
（
10
個
）

講
師　
千
喜
良
た
ま
き
さ
ん
（
南

魚
沼
食
文
化
研
究
会
）

日
時　
７
月
27
日
㈰ 

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

会
場　
塩
沢
公
民
館 
調
理
室（
別

室
に
託
児
所
を
設
置
す
る
予
定
）

定
員　
12
組
程
度
（
抽
選
）

費
用　
1
組　

１
，０
０
０
円

※
イ
ベ
ン
ト
開
催
後
、
当
日
の
様

子
を
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
へ
掲
載
予
定
で
す

申込みは

締
切　
７
月
22
日
㈫

問
商
工
観
光
課 

観
光
交
流
班

☎
７
７
３・６
６
６
５

女
性
の
困
り
ご
と
相
談
会

夫
婦
関
係
や
家
族
な
ど
の
問
題

に
つ
い
て
、
女
性
が
日
常
生
活
を

送
る
う
え
で
抱
え
て
い
る
悩
み
や

心
配
ご
と
を
相
談
員
が
お
聞
き
し

ま
す
。
相
談
内
容
や
個
人
情
報
な

ど
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
24
日
㈭ 

午
前
９
時

30
分
～
正
午

会
場　

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室

相
談
員　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

女
の
ス
ペ

ー
ス・な
が
お
か
の
女
性
相
談
員

定
員　
２
人（
事
前
申
込
が
必
要
）

費
用　
無
料

問
・
申
こ
ど
も
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー 

☎
７
７
５・７
９
０
２

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

「
南
魚
沼
市
観
光
戦
略（
案
）」

市
と
観
光
事
業
者
が
共
通
の
認

識
の
も
と
、地
域
が
一
体
と
な
り
、

一
貫
性
を
持
っ
た
観
光
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、「
南

魚
沼
市
観
光
戦
略
」
を
策
定
し
ま

す
。令

和
８
年
度
～
17
年
度
の
10
年

間
で
取
り
組
む
べ
き
戦
略
を
策
定

す
る
に
当
た
り
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

※
意
見
は
市
の
考
え
方
と
と
も
に

公
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、
個
々

の
意
見
に
直
接
回
答
し
ま
せ
ん

閲
覧
・
意
見
募
集
期
間 

　

７
月
１
日
㈫
～
25
日
㈮

閲
覧
・
配
布
窓
口

商
工
観
光
課
、
大
和
・
塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
で
検
索 

）
か

ら
も
閲
覧
可

市ウェブサイト

意
見
の
提
出
方
法

住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、「
南

魚
沼
市
観
光
戦
略
（
案
）
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
と
記
入
し
て
、

意
見
を
次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
窓
口
：
閲
覧
窓
口
に
書
面
持
参

②
郵
送
：
〒
９
４
９

−

６
６
９
６

南
魚
沼
市
六
日
町
１
８
０

−

１

商
工
観
光
課 

宛
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
３
・
６
７
１
０

「
商
工
観
光
課
宛
て
」
と
記
入

④
メ
ー
ル
：kankou@

city.
m

inam
iuonum

a.lg.jp
⑤
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：
入
力
フ
ォ

ー
ム
に
入
力
し
て
送
信

※
電
話
や
口
頭
な
ど
、
記
録
に
残

ら
な
い
方
法
は
受
付
不
可

提
出
が
あ
っ
た
意
見
に
つ
い
て
市

の
考
え
方
の
公
表
時
期

　

８
月
中
旬

問
商
工
観
光
課 

観
光
交
流
班

☎
７
７
３
・
６
６
６
５

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
認
定
試
験

受
験
資
格
（
い
ず
れ
か
に
該
当
）

①
土
木
・
建
築
関
係
な
ど
の
専
門

課
程
を
卒
業

②
高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
が
あ

り
、実
務
経
験
が
１
年
以
上
あ
る

③
実
務
経
験
が
２
年
以
上
あ
る

受
付
期
間　
７
月
24
日
㈭
ま
で

受
付
窓
口
・
申
込
書
配
布
窓
口　

下
水
道
課

認
定
試
験

日
時　
10
月
28
日
㈫

受
験
料　
３
，５
０
０
円

会
場　
朱
鷺
メ
ッ
セ

問
下
水
道
課 

下
水
道
業
務
係

☎
７
７
４
・
２
７
４
０

　
公
益
財
団
法
人 

新
潟
県
下
水

道
公
社

☎
０
２
５
・
２
７
１
・
１
１
５
１

相
談
・
催
し
・
募
集

く
ら
し
・
健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

掲　
示　
板

市市からの
お知知らせ

問問合せ
申申込み
Ｆファックス

メール



各種相談・講座・催しなど ・費用の記載のないものは無料、申し込みの記載のないものは直接会場まで
・相談の内容など秘密は守られます
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種類 日時 会場 対象・定員・
費用など 内容・必要なもの 申込み・

締切など 問合せ

人権なんでも
相談所

①8月2日㈯
②8月6日㈬
13：00〜16：00

（受付15：00まで）

①南魚沼市民会館
②湯之谷老人福祉

センター〔魚沼
市〕

・家庭内や親族・近隣間の悩みごとなどの相談
・いじめやあらゆる差別問題の相談
担当人権擁護委員
①勝又由美子、水澤稔
②魚沼市の人権擁護委員

ー
法務局
南魚沼支局
☎772・2164

弁護士による無料
法律相談

7月17日㈭
13：30〜16：00 塩沢市民センター 5人（1人約30分）

マルチ商法や資格商法による消費
者トラブル、多重債務、不動産、
相続、離婚などの法律問題の相談。

7月16日㈬
12：00まで

消費生活センター
☎772・2541

司法書士による
無料相談 8月4日㈪ 県内各司法書士事

務所 ー
不動産の相続や売買の登記、会社
の登記、成年後見、借金などに関
する相談。

予約は不要です
が、事前にお問
い合わせくださ
い。

新潟県司法書士会
☎025・244・5121
F025・244・5122

国の行政運営に
関する相談

7月16日㈬
13：00～15：00
※毎月第3水曜日

本庁舎 小会議室 行政相談委員が国の行政に関する疑問や相談・意見を
聞き、制度や運営の改善に生かすための仕組みです。 ー

総務課
防災庶務班
☎773・6660

若者相談
(来所・電話・訪問)

月～金曜日
9：00〜17：00

（最終16：00～）
※祝日除く

子ども・若者
相談支援センター

〔塩沢〕
または大和庁舎
など

市内在住の義務
教育終了～39歳
の若者または家
族

ニート・ひきこもり・高等学校不
登校などの悩みの相談。
相談担当：臨床心理士や若者支援員
要予約（電話またはQRから）

子ども・若者
相談支援センター
☎788・1951

若者支援
コミュニケーショ
ントレーニング

7月17日㈭
14：00〜15：30
※毎月第3木曜日

子ども・若者
相談支援センター

〔塩沢〕

市内在住の義務
教育終了～39歳
の若者

「今よりもう少し楽な気持ちで人
と話ができるようになる」をめざ
し、まずは少人数で簡単なボード
ゲームなどを楽しむことから始め
てみましょう。

7月11日㈮
17：00まで

（電話また
はQRから）

子ども・若者
相談支援センター
☎788・1951

わが子の自立を願う
家族の集い

7月26日㈯
13：00〜16：00

子ども・若者
相談支援センター

〔塩沢〕

市内在住の義務
教育終了～39歳
の若者の家族

高等学校不登校、ニート、ひきこ
もりなど、就学や就労に悩む若者
を家族としてどう理解し、どう支
えるかを一緒に考えてみませんか。
アドバイザー：斎藤まさ子さん
 （長岡崇徳大学客員教授）

7月25日㈮
17：00まで

（電話また
はQRから）

第37回
さわらび演劇祭

7月27日㈰
開場 10：00
開演 10：30

コミュニティホール
さわらび ー

南魚沼地域で活動している団体の
演劇祭です。
出演：六日町高等学校演劇部、十
日町高等学校演劇部、演劇集団36
連射、演劇塾さわらび

大和公民館
☎777・4671

メイド イン 南魚沼
企業を知る

～7月29日㈫
(図書館の休館日
を除く)

南魚沼市図書館 展示企業：12社

市内企業の高い技術力や優れた製
品などを紹介します。市内で生産
されていても普段目にすることが
できない製品などを、ぜひ間近で
ご覧ください。

ー 商工観光課
☎773・6665

普通救命講習Ⅰ
（WEB講習修了者
対象）

8月17日㈰
9：00〜11：00

南魚沼市消防
本部〔竹俣〕

25人程度

WEB講習サイト

心肺蘇生法、AEDの取扱いなどを
学びます。事前にWEB講習を受講
し、受講証明書を印刷または画面
保存したものを当日提示する必要
があります。詳しくはお問い合わ
せください。

8月10日㈰まで
消防本部
警防課救急係
☎782・5331

市民セミナー
料理教室

7月25日㈮
10：00～12：00
(受付9：30～)

塩沢公民館
(調理実習室)

市内在住・在勤の
人、15人(先着順)
費用：900円（当
日集金）
講師：宮田悠さん

メニュー：夏野菜フォカッチャ、
　ラタトゥイユ、抹茶白玉
持ち物：エプロン、ふきん、持ち

帰り用器、筆記用具

受付：7月3日㈭
～17日㈭

塩沢公民館
☎782・0100

市民セミナー
シニア向け講座

7月22日㈫
13：30～15：30
(受付13：00～)

塩沢公民館
(視聴覚室・和室)

対象：市内在住
のおおむね60歳
以上の人
定員：20人（先
着順）

・こころの健康を考える講座
　（40分程度）
・小さなボールを使った運動
　（１時間程度）

受付：7月3日㈭
～17日㈭

塩沢公民館
☎782・0100

六日町そだち学級
「七夕飾り作り」

7月5日㈯
10：00～

（受付9：30～）
※1時間～1時間半

程度

ふれ愛支援センター
大会議室

6歳以下の子ども
と保護者

七夕飾り作りや親子で色紙に手形
をついて遊びます。
持ち物：水分補給用の飲み物。
動きやすい服装でお越しください。

当日会場までお
こしください。

社会教育課
生涯学習係
☎773・6610

事前予約は

詳しくは

申込フォーム

相
談
・
催
し
・
募
集

く
ら
し
・
健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

掲　
示　
板
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種類 日時 会場 対象・定員・
費用など 内容・必要なもの 申込み・

締切など 問合せ

だんぼ学習会
「大人のための読
み聞かせ」

7月22日㈫
18：30～20：00

市民会館 2階
実習室 30人

大人向けに絵本の読み聞かせを
行う学習会を開催します。素敵な
お話を誰かに読んでもらうこと
は、大人だってうれしいもので
す。たまには少しだけ子どもに
戻って、一緒にワクワクしてみま
せんか。

7月15日㈫まで

社会教育課
生涯学習係
☎773・6610

心豊かな
子育て教室
開講式

7月12日㈯
10：00～11：00
(受付9：30～)

市民会館
多目的ホール

0～6歳の乳幼児
とその保護者

子育てのわ（輪・和・話）をひろ
げよう！初めての人、里帰りの人
など、だれでも大歓迎です。南魚
沼市少年少女合唱団による合唱
や大型絵本の読み聞かせを行い
ます。
持ち物：水分補給用の飲み物

当日会場までお
こしください。

社会教育課
生涯学習係
☎773・6610

夏休み
考古学こうざ

「まが玉づくり体験」

7月25日㈮
午前の部：
9：30～11：30
午後の部：
13：30～15：30

市民会館 2階
実習室

対象：小学3～ 6
年生
定員：午前・午後
各16人（定員以上
抽選）
費用：300円（当
日集金）

南魚沼市で発見された遺物の見学
後、自分だけのオリジナルまが玉
づくりを体験できます。
持ち物など：筆記用具、汚れても
よい服装

7月15日㈫まで
社会教育課
文化振興係
☎773・3756

マイナンバーカード
時間外窓口

7月6日㈰
8月3日㈰
9：00～11：30

本庁舎市民課
マイナンバーカードの申請や更新手続き、交付。そ
れぞれ必要な書類などがあります。
詳しくはお問い合わせください。

（住民票、戸籍などの事務は行いません）

交付は、原則3
日前までに
予約専用
☎788・1780

市民課
☎773・6661

議会ラジオ放送
６月定例会

【一般質問】
7月9日㈬～
放送予定

「FMゆきぐに」で、６月市議会定例会の一般質問を放送します。
放送予定議員（質問順位、敬称略）
鈴木一、川辺きのい、佐藤剛、大平剛、目黒哲也、寺口友彦、永井拓三、
田中せつ子、塩川裕紀、桑原圭美、梅沢道男、中沢道夫、牧野晶、中沢
一博、塩谷寿雄、勝又貞夫

議会事務局
☎773・6650

第7回農業委員
会総会

7月25日㈮
14：00～

大和庁舎3階
旧議場

申請のあった農地売買・賃貸借などの審査と、農地・
農政などの諸問題について議論します。 ー 農業委員会事務局

☎773・6664

猫の譲渡会 7月20日㈰
13：00～15：00

イオン六日町店
1階・西口階段脇 ー 毎月第3日曜日に定期的に開催。 ー 魚沼アニマルサポート

☎080・7797・2909

詳しくは

申込みは

申込みは

く
ら
し・健
康・福
祉

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
急
が
ず
に　
暑
い

夏
こ
そ　
ゆ
ず
り
愛（
あ
い
）」

　

７
月
22
日
㈫
～
31
日
㈭
に
、「
夏

の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

・
横
断
歩
行
者
等
の
交
通
事
故
防

止
～
渡
る
よ
サ
イ
ン
の
活
用
～

・
疲
労
運
転
の
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

交
通
指
導
所
の
開
設

　

啓
発
活
動
と
し
て
、
南
魚
沼
警

察
署
と
交
通
安
全
協
会
の
協
力
で

交
通
指
導
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時　
７
月
22
日
㈫
午
前
10
時
～

会
場　
国
道
17
号
五
日
町
パ
ー
キ

ン
グ

　

横
断
歩
道
で
は
歩
行
者
が
最
優

先
で
す
。
運
転
者
も
歩
行
者
も
、

み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
夏
場
は
暑
さ
で
疲
労

が
蓄
積
し
や
す
く
、
居
眠
り
運
転

に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
ま
め
に
休

憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
交
通
課☎７

７
３・６
６
６
６

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
免

除
と
猶
予
の
受
付
を
行
い
ま
す

　

令
和
７
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
７
，５
１
０
円
で

す
。
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人

は
、
免
除
・
猶
予
の
申
請
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
全
額
免
除
」「
４
分
の
３
免
除
」

｢

半
額
免
除｣

「
４
分
の
１
免
除
」、

50
歳
未
満
に
限
り
納
付
が
猶
予
さ

れ
る「
納
付
猶
予
」が
あ
り
ま
す
。

免
除
・
猶
予
を
希
望
す
る
人
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
後
に
申
請
者
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年

所
得
、
扶
養
人
数
、
失
業
な
ど

の
理
由
に
よ
り
審
査
・
決
定
し

ま
す

免
除
・
猶
予
対
象
期
間

　

７
月
～
令
和
８
年
６
月

申
請
受
付　
７
月
１
日
㈫
～

申
請
先　
市
民
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
、
六
日
町
年
金

事
務
所

問
・
申
市
民
課 

国
保
年
金
係

☎
７
７
３・６
６
６
１

相
談
・
催
し
・
募
集

く
ら
し
・
健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

掲　
示　
板
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パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
お
早
め
に

　

７・
８
月
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申

請
が
混
み
合
い
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー

ト
の
受
け
取
り
は
、
土・日
曜
日
、

祝
日
を
除
き
、
受
付
日
か
ら
14
日

程
度
か
か
り
ま
す
。
早
め
の
申
請

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
申
請
は
修
正
な
ど

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
時
間
を

要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
急

ぎ
の
場
合
は
、
窓
口
申
請
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

市
民
班

☎
７
７
３・６
６
６
１

定
額
減
税
し
き
れ
な
い
と
見

込
ま
れ
た
人
な
ど
に
追
加
の

給
付
を
行
い
ま
す

（
定
額
減
税
不
足
額
給
付
金
）

　

令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
定
額

減
税
調
整
給
付
（
当
初
調
整
給

付
）
の
支
給
額
に
不
足
が
生
じ
る

場
合
に
、
追
加
で
給
付
を
行
う
も

の
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
確
認
書
を
送
付

す
る
予
定
で
す
が
、
現
在
調
整
中

で
す
。

　

詳
細
な
情
報
が
決
ま
り
次
第
、

市
報
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

　

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
に
伴
う

都
市
計
画
の
変
更
案
に
つ
い
て
、

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

期
間　
７
月
８
日
㈫
～
22
日
㈫

縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
、
新

ご
み
処
理
施
設
整
備
室

意
見
書
の
提
出

　

市
民
ま
た
は
利
害
関
係
人
は
、

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
で

き
ま
す
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
た
意
見
書
（
様
式
自

由
）
を
縦
覧
場
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

そ
の
要
旨
を
審
議
の
判
断
資
料
と

し
て
都
市
計
画
審
議
会
に
提
出
し

ま
す
。

問
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
班

☎
７
７
３・６
６
６
２

上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
の

休
日
営
業
日
の
変
更

　

令
和
７
年
８
月
２
日
㈯
か
ら
、

上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
の
休
日

営
業
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

休
日
営
業
日

変
更
前　
日
曜
日 

午
前
９
時
か

ら
12
時

変
更
後　
土
曜
日 

午
前
９
時
か

問
税
務
課 

市
民
税
係

☎
７
７
３・６
６
６
８

令
和
７
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
紹
介

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て

い
る
事
業
で
、集
会
施
設
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の
整
備
な
ど
に

対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
地
域
行
事
の
活
性

化
な
ど
を
目
的
に
、
姥
島
区
が

机・椅
子
、
パ
ソ
コ
ン
、
複
合
機
、

草
刈
機
、
か
き
氷
機
、
冷
蔵
庫
を

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま

し
た
。

問
企
画
政
策
課☎

７
７
３・６
６
７
２

ら
12
時

※
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
営
業
時

間
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
（
午
前

８
時
30
分
～
午
後
６
時
）

問
水
道
課 

水
道
業
務
係

☎
７
７
４・３
１
４
１

住
民
健
診
の
受
診
勧
奨
を

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
で
行
い
ま
す

７
月
か
ら
住
民
健
診
の
受
診
勧

奨
を
Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）で
行
い
ま
す
。

対
象
は
健
診
未
申
込
者
と
未
受
診

者
で
す
。

１
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け

て
、
健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ

う
。（
申
込
み
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
）

保
健
課
の
電
話
番
号
（
０
２

５
・
７
７
３
・
６
８
１
１
）
か
ら

送
信
さ
れ
る
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
健
診
を
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
リ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。

詳しくは

健
診
の
申
し
込
み

健
診
実
施
の
３
週
間
前
ま
で
に

保
健
課
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
実
施
通
知
書
が
届
い
た

ら
、
健
診
日
・
受
付
時
間
・
料
金

な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
日
の
変
更
な
ど

健
診
日
の
変
更
や
健
診
項
目
の

追
加
・
取
り
消
し
な
ど
の
連
絡
は

保
健
課
ま
で
。

大
腸
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
を
取

り
消
し
た
場
合

実
施
通
知
書
に
同
封
の
検
便
容

器
（
未
開
封
の
も
の
）
の
返
却
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

返
却
先　
保
健
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
、健
診
会
場（
健

診
実
施
日
の
み
）

健
診
当
日
～
健
診
結
果

・
当
日
は
、
記
入
し
た
質
問
票
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
社
会
保
険
加
入
者
の
被
扶
養
者

（
40
～
74
歳
）
で
、
特
定
健
診

を
市
の
健
診
会
場
で
受
診
す
る

人
は
、
保
険
者
（
協
会
け
ん
ぽ

な
ど
）
か
ら
送
付
さ
れ
た
特
定

健
診
受
診
券
と
保
険
証
（
マ
イ

ナ
保
険
証
、
資
格
確
認
書
、
有

効
期
限
内
の
保
険
証
の
い
ず
れ

か
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
健
診
結
果
は
、
１
か
月
～
１
か

月
半
後
に
送
付
し
ま
す
。

問
保
健
課 

☎
７
７
３・６
８
１
１

机・椅子などを整備

相
談
・
催
し
・
募
集

く
ら
し
・
健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

掲　
示　
板
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が
ん
検
診
は「
定
期
的
な
受
診
」と

｢
精
密
検
査｣

の
セ
ッ
ト
が
肝
心

　

市
で
実
施
す
る
が
ん
検
診
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
が
ん
」
に
よ
る
死

亡
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
が
ん
」
死
亡
を
減
少
さ
せ
る
た

め
に
重
要
な
こ
と

・
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る

こ
と
（
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が

ん
検
診
、
肺
が
ん
・
結
核
検
診

は
年
に
１
回
。
子
宮
頸
が
ん
検

診
、
乳
が
ん
検
診
は
２
年
に
１

回
）

・
が
ん
検
診
を
受
け
た
あ
と
に

「
要
精
密
検
査
」
と
判
定
さ
れ

た
す
べ
て
の
人
が
、
医
療
機
関

で
精
密
検
査
を
受
け
る
こ
と

※
「
要
精
密
検
査
」
と
判
定
さ
れ

た
場
合
は
、
見
つ
か
っ
た
異
変

を
放
置
せ
ず
、
症
状
が
な
く
て

も
速
や
か
に
精
密
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う

問
保
健
課 

☎
７
７
３・６
８
１
１

県
外
で
定
期
予
防
接
種
を

受
け
る
に
は

県
外
で
定
期
予
防
接
種
を
希
望

す
る
人
は
、
滞
在
先
の
市
区
町
村

と
接
種
を
受
け
る
医
療
機
関
に
南

７
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合

い
運
動
」
月
間
で
す

病
気
や
事
故
の
治
療
に
使
わ
れ

る
輸
血
用
血
液
は
、
す
べ
て
善
意

に
よ
る
献
血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、少
子
化
に
伴
い
、20
代・

30
代
の
若
い
人
の
献
血
者
が
減
少

し
て
い
ま
す
。

長
期
保
存
の
で
き
な
い
血
液
を

安
定
供
給
で
き
る
よ
う
、
献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

県
内
の
献
血
ル
ー
ム

受
付　
毎
日
（
12
月
31
日
、
１
月

１
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
・
献
血
ル
ー
ム
ば
ん
だ
い
ゆ
と
り

ろ
〔
新
潟
市
〕

　

☎
０
２
５・２
４
０・５
５
０
０

　

☎
０
１
２
０・８
６
９・９
５
０

・
献
血
ル
ー
ム
千
秋
〔
長
岡
市
〕

　

☎
０
２
５
８・２
９・２
３
５
０

　

☎
０
１
２
０・０
５
６・３
３
９

事前予約は

市
内
で
の
献
血

日
時
や
場
所
は
、
毎
月
市
報
な

ど
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

問
保
健
課 

☎
７
７
３・６
８
１
１

魚
沼
市
か
ら
の
接
種
依
頼
を
受
入

可
能
な
こ
と
を
確
認
し
た
う
え

で
、
申
請
窓
口
に
予
防
接
種
実
施

依
頼
書
交
付
申
請
書
（
以
下
、
申

請
書
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
を
提
出
後
、
予
防
接
種
実

施
依
頼
書
（
市
か
ら
滞
在
先
の
市

区
町
村
長
ま
た
は
医
療
機
関
に
予

防
接
種
を
依
頼
す
る
も
の
）
を
交

付
し
ま
す
。
医
療
機
関
に
依
頼
書

を
持
参
し
、
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
費
用
助
成
申
請
は
、

予
防
接
種
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
も
含
む
）

高
齢
者
定
期
予
防
接
種
（
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
・
肺
炎
球
菌
・

帯
状
疱
疹
）

申
請
窓
口

　

保
健
課
、
子
育
て
支
援
課
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※
申
請
書
は
、
申
請
窓
口
で
配
布

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）詳しくは

問
保
健
課 

☎
７
７
３・６
８
１
１

社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
よ
る

利
用
者
負
担
軽
減
制
度

低
所
得
で
生
活
が
困
難
な
人
に

対
し
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
提

供
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

軽
減
を
希
望
す
る
人
は
、
介
護

高
齢
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

世
帯
の
年
間
収
入
、預
貯
金
、扶

養
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
、生

計
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

軽
減
割
合

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
額
、
食
費
、
居
住
費
・
滞

在
費
の
25
％

・
生
活
保
護
の
受
給
者
は
居
住

費
・
滞
在
費
の
１
０
０
％

対
象
サ
ー
ビ
ス

・
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

・
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

・
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所

※
総
合
事
業
（
従
前
相
当
の
訪
問

介
護
・
通
所
介
護
）・
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
を
含
む

対
象
の
社
会
福
祉
法
人
な
ど

・
南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
訪
問
介
護
事
業
所
）

・
南
魚
沼
福
祉
会
（
み
な
み
園
、

ま
い
こ
園
、
ゆ
の
さ
と
園
、
お

よ
び
こ
れ
に
併
設
し
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

・
石
打
福
祉
会
（
百
花
園
）

・
若
葉
会
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ゆ
き

つ
ば
き
）

・
魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
組
合
（
八
色
園
）

・
苗
場
福
祉
会
（
こ
こ
ろ
の
杜
、

健
康
倶
楽
部
つ
ど
い
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ポ
プ
ラ
）

・
曙
会
（
坂
戸
楽
生
園
）

・
八
海
福
祉
会
（
雪
椿
の
里
、
お

よ
び
こ
れ
に
併
設
し
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

・
桐
鈴
会
（
鈴
懸
お
は
よ
う
ヘル
プ
）

問
・
申
介
護
高
齢
課 

介
護
保
険
係

☎
７
７
３・６
６
７
５

民
生
委
員・児
童
委
員
の
委
嘱

大
和
地
域
の
浦
佐
地
区〔
本
町
、

西
浦
、富
町
〕を
担
当
す
る
民
生
委

員・
児
童
委
員
が
６
月
１
日
付
で

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

氏
名　
坂
西 

美
和
子
さ
ん

☎
７
７
７・５
１
３
８

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
み

な
さ
ん
の
立
場
で
心
配
ご
と
や
困

り
ご
と
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

問
福
祉
課 

福
祉
総
務
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

相
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催
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障
が
い
者
の
た
め
の
医
療
費

助
成
制
度

①
自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）

身
体
障
が
い
者
の
自
立
と
、
社

会
経
済
活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図

る
た
め
、
障
が
い
の
除
去
ま
た
は

軽
減
に
必
要
な
医
療
費
の
一
部
を

公
費
で
負
担
し
ま
す
。

対
象　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

申
請
に
必
要
な
も
の　
医
師
の
意

見
書
（
指
定
様
式
）、
身
体
障

害
者
手
帳
、
保
険
証
情
報
が
わ

か
る
書
類
、
申
請
書
な
ど

②
自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）

身
体
障
が
い
児
な
ど
の
日
常
生

活
能
力
の
回
復
向
上
を
図
る
た

め
、
手
術
な
ど
の
治
療
に
よ
っ
て

確
実
に
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の

に
対
し
て
、
障
が
い
の
除
去
ま
た

は
軽
減
に
必
要
な
医
療
費
の
一
部

を
公
費
で
負
担
し
ま
す
。

対
象　

身
体
に
障
が
い
が
あ
る

か
、
現
存
す
る
疾
患
を
放
置
す

る
と
将
来
障
が
い
を
残
す
と
認

め
ら
れ
る
18
歳
未
満
の
児
童

申
請
に
必
要
な
も
の　
医
師
の
意

見
書（
指
定
様
式
）、保
険
証
情
報

が
わ
か
る
書
類
、申
請
書
な
ど

③
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）

精
神
障
が
い
の
た
め
、
医
療
機

・
一
定
の
所
得
額
を
超
え
る
世
帯

の
人

・
県
障
の
受
給
者
の
う
ち
、
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

申
請
に
必
要
な
も
の　
保
険
証
情

報
が
わ
か
る
書
類
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
、
年
金
証
書

問
・
申
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

Ｆ
７
７
３・６
７
２
３

子
育
て・教
育

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・ビ
レ
ッ
ジ
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・ビ
レ
ッ
ジ

参
加
者
募
集

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ビ
レ
ッ
ジ

（
中
学
生
対
象
）

日
時　
７
月
21
日
（
月
・
祝
）

会
場　
国
際
大
学

対
象　
市
内
の
中
学
生

定
員　
30
人
程
度
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

費
用　
無
料
（
昼
食
代
は
実
費
）

内
容　
留
学
生
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
英

語
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
レ
ッ

ジ
（
小
学
生
高
学
年
対
象
）

日
時　
８
月
19
日
㈫

会
場　
国
際
大
学

関
に
通
院
し
て
い
る
人
に
、
医
療

費
の
一
部
を
公
費
で
負
担
し
ま
す
。

対
象　
通
院
に
よ
る
治
療
が
継
続

的
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
人

申
請
に
必
要
な
も
の　
医
師
の
診

断
書（
指
定
様
式
）、保
険
証
情
報

が
わ
か
る
書
類
、申
請
書
な
ど

④
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

（
県
障
）

医
療
機
関
で
支
払
う
自
己
負
担

分
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～

３
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人

申
請
に
必
要
な
も
の　
手
帳
、
保

険
証
情
報
が
わ
か
る
書
類
な
ど

※
①
～
④
の
制
度
で
は
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

⑤
精
神
障
が
い
者
へ
の
入
院
医
療

費
助
成

精
神
疾
患
に
よ
り
入
院
し
て
医

療
費
を
支
払
っ
た
人
に
、
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
、

精
神
疾
患
を
支
給
事
由
と
す
る

障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

※
次
に
該
当
す
る
人
は
対
象
外

・
生
活
保
護
世
帯
の
人

込
み
く
だ
さ
い
。
日
程
や
学
習

の
様
子
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課☎

７
７
３・６
７
０
０

地
元
中
学
生
に
よ
る
主
張
大
会

新
潟
県
で
は
、「
令
和
７
年
度

新
潟
県
少
年
の
主
張
大
会 

わ
た

し
の
主
張 

南
魚
沼
地
区
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
南
魚
沼
市
と
湯

沢
町
の
中
学
生
が
、
日
ご
ろ
生
活

の
中
で
考
え
て
い
る
こ
と
、
未
来

の
夢
、
社
会
へ
の
提
言
を
発
表
し

ま
す
。
中
学
生
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
聞
き
に
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時　
８
月
７
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
～
正
午

会
場　
湯
沢
町
公
民
館〔
湯
沢
町
〕

問
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健
康
福

祉
環
境
部 

地
域
福
祉
課

☎
７
７
２・８
１
３
８

対
象　
市
内
小
学
５
・
６
年
生

定
員　
30
人
程
度
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

費
用　
無
料
（
昼
食
代
は
実
費
）

内
容　
留
学
生
と
の
交
流
活
動

共
通
事
項

申
開
催
要
項（
申
込
書
）は
各
小
・

中
学
校
、学
校
教
育
課
で
配
布
。

問
学
校
教
育
課☎

７
７
３・６
７
０
０

小
学
６
年
生
対
象

「
土
曜
学
習
」指
導
者
の
募
集

市
で
は
「
土
曜
日
を
有
意
義
に

過
ご
せ
る
よ
う
学
習
の
場
を
提
供

す
る
」「
地
域
人
材
の
指
導
で
算

数
の
学
力
向
上
を
め
ざ
す
」
こ
と

を
目
的
に
、
小
学
生
６
年
生
を
対

象
と
し
た
「
土
曜
学
習
」
の
実
施

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
に

指
導
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　
８
月
30
日
～
10
月
４
日
の

土
曜
日
全
５
回

謝
金　
指
導
１
回
あ
た
り
２
千
円

（
１
時
間
千
円
）

会
場　
塩
沢
公
民
館
、市
民
会
館
、

城
内
開
発
セ
ン
タ
ー
、
大
和
公

民
館
の
４
か
所

指
導
内
容　
小
学
６
年
生
の
算
数

申
学
校
教
育
課
に
電
話
で
お
申
し
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文
化・ス
ポ
ー
ツ

第
57
回
南
魚
展
作
品
募
集

　

９
月
に
開
催
す
る
南
魚
展
（
南

魚
沼
美
術
展
覧
会
）
の
作
品
を
公

募
し
ま
す
。

作
品
の
受
付
・
搬
入

・
９
月
23
日
㈫ 

午
後
４
時
～
７

時
30
分

・
９
月
24
日
㈬ 

午
前
９
時
～
11

時
作
品
の
展
示　
９
月
25
日
㈭
～
28

日
㈰

会
場　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

部
門　
絵
画
、
彫
刻
、
書
道
、
写

真
出
品
料

１
点
：
２
，０
０
０
円

２
点
：
３
，０
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
、
２
点
以
内
：

５
０
０
円
、
無
鑑
査
：
１
，

０
０
０
円
）

審
査
員　

絵
画
：
浦
上 

義
昭
、

彫
刻
：
丸
山 

恵
美
、
書
道
：

若
林 

渓
竹
、
写
真
：
山
田 

努

入
賞　
入
選
作
品
で
優
秀
な
も
の

に
は
南
魚
展
賞
、
南
魚
沼
市
長

賞
、
湯
沢
町
長
賞
、
南
魚
展
後

援
会
長
賞
、
新
潟
日
報
美
術
振

興
賞
、
奨
励
賞
、
佳
作
を
授
与

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
各
庁
舎
ま
た
は
公

民
館
に
あ
る
「
第
57
回
南
魚
沼

美
術
展
覧
会
出
品
規
定
」（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

詳しくは

問
社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

☎
７
７
３・３
７
５
６公益財団法人新潟県市町村振興協会

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係
〒949-6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内
ディスポート ☎773・6620　スポパラ ☎773・3210

《７月の休館日》７日㈪、14日㈪

７月20日㈰～８月24日㈰の期間、休まず営業します。日によって営業時間が異なりますので、ご注意ください。
夏休み期間の営業

期間７月28日㈪～８月１日㈮
　Ａコース17：05～17：55、Ｂコース18：05～18：55
　　８月４日㈪～８日㈮
　Ｃコース17：05～17：55、Ｄコース18：05～18：55

対象クロールで25メートル泳げない小学生
定員各コース50人（先着順）
受講料１コースにつき　会員：2,400円、一般：

3,000円　※別途、プール利用料が必要
受付開始７月１日㈫９：00～

①初心者 夏期短期水泳教室（５日間集中レッスン）

日時８月20日㈬　17：30～18：30（雨天中止）　対象だれでも（未就学児の場合は、保護者の付き添いが必要）　
定員10人（先着順）　受講料会員新規：無料、会員再受講・一般：200円　※施設利用料100円が別途必要（定期
券可）　持ち物運動着、運動靴、タオル、飲み物　受付ディスポート南魚沼(電話申込み可)

③スラックライン講習会

②９月からの
　陸教室

教室名 開催曜日・時間 受講料 受付開始会員新規 会員再受講 一般
リズム体操

火
13：00～14：00

無料

3,600円

6,000円

7月22日㈫
9：00～

ステップフィットネス 19：00～20：00スポーツチャンバラ 4,500円
トータルリセット 水 10：00～10：50

3,600円
ディスコステップ 13：00～14：00
フラダンス

木

11：00～12：00
らくらく青竹 13：00～14：00
リラックスヨガ 14：30～15：30
楽しいキッズダンス 17：30～18：30
ピラティス 19：00～20：00 2,800円 4,800円
ボディメイキング

金
9：45～10：40

3,600円 6,000円ゆるビクス 13：00～14：00
パワーヨガ 19：00～20：00
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テーマ展示
「星空」「夏を元気に過ごそう」「海の日」「夏休みの

自由研究に役立つ本」など。

巡回図書をご利用ください
大和図書室 ６月19日㈭に200冊入れ替えました。
塩沢図書室 ７月17日㈭に入れ替え予定です。

【７月の開館日時】
南魚沼市  ㊊～㊎9：30～20：00（㊏㊐㊗19：00まで）
　　　　　休館：３日㈭、17日㈭

大　和  ☎777・4671 ㊋～㊎9：00～20：00
　　　　　（㊊17：00まで、㊏㊐㊗19：00まで）

塩　沢  ☎782・0100 ㊋～㊎9：00～20：00
　　　　　（㊊17：00まで、㊏㊐㊗19：00まで）

南魚沼市図書館
Facebook

問・申南魚沼市図書館☎７７３・６６７７

みんなみんなのの
　 　 図書館図書館

毎週
水曜日

絵本のへや
時11：00～11：30　会図書館 児童コーナー
対乳幼児・保護者

５㈯

読書のつどい「なつ」
時10：30～11：15　会図書館 多目的室
対幼児・小学生・保護者ほか
内パネルシアター「めだかのきょうだい」など

６㈰
おはなしのじかん
時11：00～11：30　会図書館 児童コーナー
対乳幼児・保護者ほか

25㈮

乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
金魚のけん玉であそぼう！
時10：00～10：30　会大和公民館 １階和室
対乳幼児・保護者　費無料　内手袋人形、絵本など

26㈯
夏休み おはなし会&工作「バルーンアート」
時10：30～11：45　会図書館 多目的室
対小学生・保護者ほか　申電話で先着20人まで

新着図書の一部を紹介　※新着図書は、Ｗｅｂ ＯＰＡＣで確認できます

《よみもの》
・人よ、花よ、　上・下（今村 翔吾）
・珈琲怪談（恩田 陸）
・札幌誕生（門井 慶喜）
・YABUNONAKA－ヤブノナカ－（金原 ひとみ）
・署長サスピション（今野 敏）
・ありか（瀬尾 まいこ）
・闇をわたる（堂場 瞬一）
・ああうれしい（畠中 恵）
・それいけ！平安部（宮島 未奈）
・終わりなき対話（谷川 俊太郎）
・人生後半にこそ読みたい秀歌（永田 和宏）
・記念日（青山 七恵）
・口出し屋お貫（中島 要）
・交番相談員百目鬼巴（長岡 弘樹）
・団地メシ！（藤野 千夜）

《その他》
・大器晩成列伝（真山 知幸）
・最後の講義完全版（姜 尚中）
・子どもの生きる力をのばす５つの体験（汐見 稔幸）
・世界無形文化遺産データ・ブック　2025年版
� （古田 陽久）
・星空大図鑑（渡部 潤一）
・日本列島「富士」案内（神沼 克伊）
・図説日本の洞窟（狩野 彰宏）
・健康寿命をのばす100歳レシピ（宇都宮 一典）
・梅干しは万能調味料（ワタナベ マキ）
・かずをはぐくむ（森田 真生）
・新・種苗読本（日本種苗協会）
・政治の米・経済の米・文化の米　稲と米で読む日本史
� （新谷 尚紀）
・それでも人生にYesと言うために（柳田 邦男）

問問合せ　 申申込み　 日日時　 時時間　 会会場　 対対象　 定定員　 費無料　 内内容

　もうすぐ夏休み。小学校から高等学校まで
の課題図書に選ばれた図書を紹介しています。
子どもたちに本に親しむ機会と読書の楽しさ
を体験してもらうために開催されています。
夏休みの読書にぜひご利用ください。

７月のおすすめ本７月のおすすめ本
「第71回青少年読書感想文全国コンクール課
題図書」
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☎・FAX　782･9860
入館料 一般500円／小中高250円（市内小・中学生はいつでも無料)

鈴木牧之記念館
開館 9：00～17：00（入館終了16：30)
７月の休館：１日㈫、２日㈬、８日㈫、22日㈫、29日㈫

トミオカホワイト美術館
開館 9：00～17：00（入館終了16：30）
７月の休館：毎週水曜日、17日㈭、18日㈮

開催日８月２日㈯・３日㈰
越後上布（苧

お
引き）のコーナーもあります。

※詳しくは、お問い合わせください

江戸時代以前に始まったと伝えられる塩沢祭りは、
寛文年間の住吉神社造立とともに栄えてきました。
長い歴史や近年の写真と描画を通して大切に継承さ
れている祭りを紹介します。

夏休みナットク体験「藍染め・織物体験」

2025大河ドラマ「べらぼう」の主人公、蔦屋重三
郎と喜多川歌麿がタッグを組み大ヒットさせた浮世
絵「婦人相学十躰」シリーズの１点や、蔦屋が次代
を担う絵師として注目していた葛飾北斎の浮世絵な
どを展示。
期間11月９日㈰まで

企画展「アートは大人だけのもの？」

期間７月19日㈯～９月６日㈯
地元の美術愛好家を中心に、絵画・書道・写真・水
石・二芸の５部門約100点を展示します。
関連イベント
７月26日 10：00～ 陶芸体験教室(参加費1,000円)
７月26日 14：00～ 絵画部門解説会(入館料500円)

森山直太朗が２つのアルバムを携え、それぞれ異な
る世界の舞台を工作。文字通り “二足のわらじを履
き” 全国を旅するツアー！ぜひお楽しみください!!
本公演は【「Yeeeehaaaaw!」公演】となります。
日時11月３日（月・祝）開場17：00　開演18：00
会場市民会館 大ホール
チケット全席指定8,500円（当日500円増）
※３歳以下入場不可、
　４歳以上チケット必要
チケット発売日
会員先行８月２日㈯、
一般８月９日㈯

☎ 773･5500　FAX 772･8161

☎ 780･4080　FAX 777･3815
入館料 一般500円／高校生以下無料

池田記念美術館
開館 9：00～17：00（入館終了16：30）
７月の休館：毎週水曜日、13日㈰〜18日㈮

☎ 783･4500　FAX 783･3388
入館料 一般500円／小中高250円（市内小・中学生は無料）

今泉記念館アートステーション
開館 9：00～17：00（入館16：30まで）
７月の休館：なし

開館35周年記念「鳥になる」
期間７月15日㈫まで
鳥の目〈バーズ・アイ〉取材で描かれた作品をぜひ
ご覧ください。

「クラフトを楽しむ－籐のある暮らし」展
期間７月19日㈯13：00～27日㈰15：00
会場ギャラリー (入場無料)
大久保みどりさんによる籐編みのバッグやアクセサ
リーを展示。

☎ 775･3646　FAX 775･3650
入館料 一般500円／小中高250円（市内小・中学生は無料）
 市民無料の日　８日㈫、28日㈪

開館35周年記念「白の風景」

日時７月５日㈯・６日㈰ 開演18：00
出演・構成・演出：井上弘久
石牟礼道子の自伝的小説『椿の海の記』第三章・第
四章より。水俣栄町の女郎ぽんたが殺害された事件
の顛末をドラマチックに描く。

独演　椿の海の記　十六女郎

第26回 八海山夢展

期間７月19日㈯～11月18日㈫

共催：南魚沼市教育委員会　協力：塩沢区

南魚沼市民会館
受付 8：30～17：15
７月の休館：７日㈪、14日㈪、22日㈫、28日㈪

森山直太朗　Two jobs tour 2025 ～ 26

「塩沢祭り 今と昔の写真・描画展」

会期７月３日㈭～８月25日㈪　※会期中市民無料

「渡御行列」
昭和38年（1963）

「塩沢祭り・天狗とおかめ」
令和元年（2019）
描画/田澤則夫氏
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問問合せ　申申込み　日日時　　期期間
時時間　　会会場　　対対象　　資資格
定定員　　費費用　　〆締切　　内内容
講講師　　相相談員　持持ち物　他その他
Ｆファックス　 メール

掲示板掲示板
国や県、公的団体など
からのお知らせです。
詳しくは、各問合せ先
にご確認ください。

昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い

会
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
多

目
的
ホ
ー
ル　

※
Ｊ
Ｒ
六
日
町
駅

か
ら
の
送
迎
を
希
望
の
場
合
は
申

し
込
み
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い　

費
参
加
費
無
料
、
別
途
テ
キ
ス
ト

代
が
必
要
。
テ
キ
ス
ト
を
お
持
ち

の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
貸
し

出
し
も
可
能
で
す
の
で
、
申
し
込

み
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
講

相
川
章
子
さ
ん
（
埼
玉
県
立
大
学

教
授
）
ほ
か　
〆
８
月
12
日
㈫　

問
・
申
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
う
お
ぬ
ま　
☎
７
７
０
・
１
３

３
１　
Ｆ
７
７
０
・
０
９
８
０

赤
十
字
健
康
生
活
支
援
員

養
成
講
習
会

誰
も
が
迎
え
る
高
齢
期
を
健
や
か

に
生
き
る
た
め
に
必
要
な
、
健
康

増
進
の
知
識
や
高
齢
者
の
支
援
・

自
立
に
向
け
役
立
つ
介
護
技
術
を

学
び
ま
せ
ん
か
？　
内
地
域
、
家

庭
で
役
立
つ
高
齢
者
の
支
援
活
動

日
８
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰　

時

両
日
と
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
受
付
：
８
時
30
分
～
）　
会
塩
沢

公
民
館　
費
９
０
０
円（
教
材
費
、

保
険
料
な
ど
）
定
10
人
（
先
着

順
）　

※
満
15
歳
以
上
の
人
対
象

持
１
１
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信

ハ
レ
の
縁
側
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

講
座
～
経
験
を
語
ろ
う
・
聴

こ
う
・
共
有
し
よ
う
～

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
と
は
、
同
じ
よ

う
な
経
験
や
苦
し
み
、
悩
み
を
共

有
す
る
人
達
が
仲
間
と
し
て
互
い

に
支
え
あ
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

障
が
い
を
持
つ
人
と
、
そ
の
家
族

や
支
援
者
を
対
象
に
、
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
の
理
解
を
深
め
、
相
手
の
話

を
「
聴
く
」
時
の
態
度
や
心
構
え

に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
を
交
え
て
学
び
ま
す
。　
日
８

月
26
日
㈫
、
８
月
29
日
㈮
、
９
月

５
日
㈮　

午
前
10
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分
（
昼
休
憩
：
午
後
12
時

30
分
～
午
後
１
時
30
分
）
※
講
座

内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す

用
封
筒
、
昼
食
、
飲
み
物
、
筆
記

用
具
な
ど　

服
装　
肘
、
膝
を
つ

け
る
動
き
や
す
い
も
の　
他
２
日

間
の
全
日
程
に
出
席
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
事

前
に
「
赤
十
字
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
電
子
講
習
室
」
の
動
画
を

視
聴
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す  

主
催　
新
潟
県
赤
十
字
安
全
奉
仕

団
南
魚
沼
分
団　
〆
８
月
８
日
㈮

申
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
地
域
福
祉
係
）　
☎
７
７
３
・
６

９
１
１

第
27
回
Ⅰ
Ｕ
Ｊ
む
す
び
ば
カ
レ
ッ
ジ

今
月
は
ア
ン
コ
ー
ル
企
画
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
外
交
政
策
を
専
門
と
す

る
信
田
先
生
が
、
関
税
政
策
を
巡

っ
て
揺
れ
動
く
ト
ラ
ン
プ
新
政
権

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
初
め
て

の
人
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
「
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
日
米

関
係
」（
信
田
智
人
／
国
際
関
係

学
研
究
科
教
授
）　
日
７
月
19
日

㈯
午
後
３
時
～
４
時
30
分
（
開

場
:
午
後
２
時
30
分
）　
会
Ｍ
Ｕ

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ⅰ‒

Ｂ
Ａ
（
Ｊ
Ｒ
六
日
町

駅
東
口
１
階
）　

対
中
高
校
生
、

一
般　
費
無
料　
申
Ｑ
Ｒ
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
問
国
際

大
学
む
す
び
ば
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局

　
☎
７
７
９
・
１
４
８
６

申込みは

道
の
駅
南
魚
沼「
金
曜
マ
ル
シ
ェ
」

南
魚
沼
産
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、

切
り
花
・
手
作
り
ク
ラ
フ
ト
を
販

売
し
ま
す
。
西
瓜
の
季
節
に
は
、

八
色
西
瓜
の
試
食
も
予
定
し
て
い

ま
す
。
日
８
月
29
日
㈮
ま
で
の

毎
週
金
曜
日（
８
月
15
日
は
除
く
）

時
午
前
９
時
～
10
時
30
分　
問
道

の
駅
南
魚
沼
（
四
季
味
わ
い
館
）

☎
７
８
３
・
３
９
８
３

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
色
園
職

員
募
集
（
令
和
８
年
４
月
採
用
）

職
種　

介
護
職
員　

募
集
人
数

２
人　

受
験
資
格　
①
高
校
卒
業

以
上
の
学
歴
を
有
し
、
福
祉
・
介

護
に
高
い
関
心
を
持
ち
、
昭
和
55

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
取
得

見
込
み
含
む
）
が
あ
る
人　

③
地

方
公
務
員
と
し
て
の
欠
格
条
項
に

該
当
し
な
い
人
（
身
分
は
地
方
公

務
員
に
な
り
ま
す
）　

１
次
試
験

８
月
７
日
㈭　
会
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
八
色
園
〔
浦
佐
〕　

試
験

科
目　
１
次
試
験　

筆
記
試
験
・

作
文　

※
２
次
試
験
は
、
１
次
試

験
合
格
者
に
対
し
、
面
接
を
実
施

（
９
月
下
旬
予
定
）　

申
込
受
付

７
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮　

※
詳
し

く
は
、
試
験
要
項
（
Ｑ
Ｒ
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い　
問
魚
沼
地
域
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
八
色
園

（
担
当
:
松
田
、
髙
野
）　
☎
７
７

７
・
３
８
１
１

詳しくは

魚
沼
基
幹
病
院「
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
」

日
９
月
７
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

４
時　
会
魚
沼
基
幹
病
院　

第
１

部　
講
演
会
「
が
ん
治
療
中
の
頭

皮
と
お
肌
と
爪
の
セ
ミ
ナ
ー
」　

講
Ｑ
Ｏ
Ｌ
総
合
研
究
所
㈱
安
原
謙

一
さ
ん　
対
ど
な
た
で
も　

第
２

部
お
し
ゃ
べ
り
会
対
が
ん
患
者

さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
、
が
ん
経
験

者
の
み　

※
詳
し
く
は
、
魚
沼
基

幹
病
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い　
問
・
申
魚
沼
基
幹
病
院

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
７

８
８
・
０
１
９
６
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※事前申込が必要。申込者少数の
時は、開講できない場合あり

訓練コース（南魚沼市中小企業研修受講料補助金対象）

技能講習・特別教育・安全衛生教育

コース名 実施期間 時間
１級電気工事施工管理
技士受験（二次）

８/22～10/14
(全15回)

19：00～
　20：50

２級土木施工管理技士
受験（一次）

８/26～９/30
(全10回) 18：30～

　21：20
エクセル応用 ８/18～９/３

(全６回)

コース名 実施期間 問合せ・申込先
車両系建設機械(整
地等)運転技能講習
(14時間)

８/25、26 株式会社東新重工
亀田講習センター
☎025・381・7726
Ｆ025・381・7714高所作業車運転技

能講習 ８/27、28

フルハーネス墜落制
止用器具特別教育 ８/６

キャタピラー教習所
株式会社 新潟教習セ
ンター
☎025・232・7611
Ｆ025・232・7612

問 ・ 申魚沼サンティックスクール
☎772・4554　Ｆ778・1158

魚沼サンティックスクール受講生募集

詳しくは

塩
沢
商
工
高
校 

講
座・教
室

社
会
人
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
講
座
「
Ｇ
ｏ

ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ

を
活
用
し
よ
う
！
」　
ク
ラ
ウ
ド

型
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開

し
ま
す
。　
日
８
月
６
日
㈬ 
午

前
10
時
～　
対
20
歳
以
上
の
人　

小
中
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
を
作
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
動
か
そ
う
」　
自

ら
考
え
、
課
題
を
解
決
す
る
力
を

育
む
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
で
す
。

初
め
て
で
も
大
丈
夫
で
す
。
自
分

で
描
い
た
絵
を
動
か
し
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
考

え
て
学
習
し
ま
す
。　
日
８
月
４

日
㈪ 

午
前
10
時
～　
対
小
学
１

年
～
中
学
３
年
。（
小
学
１
年
～

３
年
は
保
護
者
同
伴
）　

共
通
事
項　
会
塩
沢
商
工
高
校
Ｐ

Ｃ
室　
講
塩
沢
商
工
高
校
教
員

申
Ｑ
Ｒ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
問
塩
沢
商
工
高
校　
鷲わ

し

尾お　

☎
７
８
２
・
１
１
１
１

詳しくは

申込みは

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
入
校
生
募
集

事
務
応
用
科
１
期　
対
パ
ソ
コ
ン

の
知
識
・
技
能
や
簿
記
を
習
得

し
、
就
職
を
希
望
す
る
人　
期
８

月
19
日
㈫
～
12
月
18
日
㈭　
時
平

日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

会
十
日
町
パ
ソ
コ
ン
カ
レ
ッ
ジ

（
十
日
町
市
高
田
町
６‒

６
９
１‒

１
）　
定
15
人　
費
無
料
（
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
の
自
己
負
担
あ
り
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼　
〆
７

月
25
日
㈮　
問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル　
☎
０
２
５・７
９
４・

２
４
１
０

理
学
療
法
の
日
～
介
護
予
防・

健
康
増
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
の
理

学
療
法
士
が
、
足
指
筋
力
測
定
、
ロ

コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。

日
７
月
13
日
㈰ 

午
前
10
時
～
午
後

３
時　
会
六
日
町
駅
前
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ　
費
無

料　
申
不
要
。
当
日
会
場
に
お
こ

し
く
だ
さ
い
。　
問
新
潟
県
理
学

療
法
士
会　
☎
０
２
５
・
２
５
０
・

７
６
６
０

「
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
」

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
本
で
の
就
労
認
可
が
な
い
外
国
人

を
雇
用
し
た
事
業
主
は
、
処
罰
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
外
国
人
を
雇
用
す

る
と
き
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
や
在
留
カ

ー
ド
な
ど
で
、
適
法
に
働
く
こ
と
が

で
き
る
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

留
学
生
や
就
学
生
に
対
し
て
は
、
資

格
外
活
動
許
可
の
有
無
と
、
許
可
を

受
け
た
活
動
内
容
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。　
※
外
国
人
の
み
な
さ
ん
は
、

外
出
す
る
際
に
パ
ス
ポ
ー
ト
か
在
留

カ
ー
ド
を
必
ず
携
帯
し
て
く
だ
さ
い

問
南
魚
沼
警
察
署　
☎
７
７
０
・
０

１
１
０

令和７年度　自衛官採用試験の案内

受験資格：①、受付期間：②、１次試験日：③の
順に掲載
航空学生　①海上自衛隊高等学校卒業（見込みを
含む）か高等専門学校３年次修了者で18歳以上23
歳未満　航空自衛隊高等学校卒業（見込みを含む）
か高等専門学校３年次修了者で18歳以上24歳未満
②７月１日㈫～８月29日㈮　③９月20日㈯
一般曹候補生　①18歳以上33歳未満　②７月１日
㈫～９月２日㈫　③９月13日㈯～ 21日㈰（いず
れか１日）
自衛官候補生　①18歳以上33歳未満　②年間を通
じて受付　③受付時にお知らせ
※防衛大学、防衛医科大学（医学科）、防衛医科大

学（看護科）の日程など詳しくはお問い合わせ
ください

問・申自衛隊新潟地方協力本部 長岡出張所
☎０２５８・３３・０２５６

相
談
・
催
し
・
募
集

く
ら
し
・
健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

掲　
示　
板
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食育コーナー食推さんのレシピ紹介

無
罣
礙

南
魚
沼
市
長　

林　
茂
男

康健 ひろば
【問合せ】保健課　☎７７３・６８１１

・南魚沼市民病院　☎788・1222
・魚沼基幹病院　　☎777・3200
・齋藤記念病院（脳神経外科救急）☎773・5111

救急医療 ～夜間などに困ったときは～

電話相談
時19：00～翌朝8：00（毎日）

・新潟県救急医療電話相談
対15歳以上

　☎025・284・7119（＃7119でも可）
・新潟県小児救急医療電話相談

対15歳未満
　☎025・288・2525（＃8000でも可）

LINEで相談「AI救急相談アプリ」
救急医療の相談や緊急度の判定ができます。

全国版救急受診アプリ「Ｑ助（きゅーすけ）」
　緊急度判定を支援し、利用できる医療機
関や受診手段の情報を提供します。事前に
アプリをダウンロードして、いざというと
きに備えましょう。

休日・夜間救急 連絡先

AI救急相談
アプリ

総務省消防庁
ウェブサイト

市ウェブサイト

詳しくは

　☎025・284・7119（＃7119でも可）

成人１日のあたり「食塩摂取量男性7.5ｇ未満、女
性6.5ｇ未満」「野菜摂取量350ｇ以上」の実現に向
けて、旬の野菜を使った減塩レシピを紹介します。

あ
ゝ
道
の
駅

「
ゆ
き
あ
か
り
・
道
の
駅
南
魚
沼
」
の
昨

年
度
の
来
場
者
数
は
約
52
万
人
。（
過
去
最

高
値
）
設
置
か
ら
11
年
。
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
が
、
全
国
で
道
の
駅
再
整
備
が
進
む
中
、

や
や
光
彩
に
陰
り
を
感
じ
る
よ
う
に
。
当
市

の
潜
在
力
は
こ
ん
な
も
の
で
は
な
い
、
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
筆
頭
に
酒
や
農
産
品
は
全
国
で

知
名
度
を
得
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
は
確

立
さ
れ
て
き
た
は
ず
。「
い
つ
か
は
私
た
ち

が
」
の
思
い
で
多
く
の
道
の
駅
視
察
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
雪
と
米
を
テ
ー
マ
と
し
た
事

例
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
雪
国
南
魚
沼
の
全

て
の
営
み
の
源
は
雪
。
脱
炭
素
社
会
に
、
雪

冷
熱
の「
雪
室
」。
と
が
り
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー

で
来
場
１
０
０
万
人
、
否
、
そ
れ
を
超
え
る

も
の
に
で
き
る
と
信
じ
ま
す
。
市
は
令
和
11

年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
整

備
を
開
始
し
ま
し
た
。
市
民
に
愛
さ
れ
市
外

か
ら
の
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
う
交
流
拠

点
施
設
に
。
こ
の
道
の
駅
を
関
東
圏
か
ら

の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ（
玄
関
口
）と
位
置
付
け
、

地
場
産
直
売
所
だ
け
で
な
く
県
内
産
地
も

多
く
が
参
加
し
稼
げ
る
場
に
。「
地
域
商
社
」

の
設
立
を
目
指
し
、
働
く
ス
タ
ッ
フ
は
例
え

ば
一
部
は
雪
室
の
運
営
や
商
品
開
発
を
す

る
。
担
い
手
不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増

加
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
農
業
現
場
や
同

様
に
季
節
的
な
観
光
業
も
支
援
す
る
な
ど
、

マ
ル
チ
ワ
ー
ク
の
組
織
化
を
図
り
た
い
。

93
年
に
制
度
が
始
ま
っ
た
「
道
の
駅
」

は
今
や
全
国
に
１
２
３
０
カ
所
あ
り
、
地
域

活
性
化
を
か
け
て
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
の
当
市
の
再
整
備
。
４
月
25

日
、
今
後
、
国
が
重
点
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
支
援
す
る
対
象
10
駅
に「
道
の
駅
南
魚
沼
」

を
選
定
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。「
第
３
ス

テ
ー
ジ
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
い
う
新
し
い

取
組
で
、
単
な
る
道
の
駅
で
は
な
く
防
災
や

街
づ
く
り
の
拠
点
化
を
図
り
、
地
方
創
生
を

力
強
く
進
め
る
た
め
各
省
庁
を
横
断
す
る

国
の
肝
い
り
事
業
で
、
と
い
う
位
置
づ
け
。

市
は
手
上
げ
を
し
て
い
ま
し
た
が
本
当
に

選
ば
れ
た
。
一
大
有
事
の
際
の
支
援
拠
点
な

ら
ば
災
害
対
応
用
の
備
蓄
倉
庫
を
周
辺
に

設
置
す
べ
き
で
あ
る
し
、
そ
れ
は
雪
冷
熱
で

や
る
べ
き
、
と
。
コ
メ
だ
け
で
は
な
く
さ
ま

ざ
ま
な
物
品
の
冷
蔵
を
私
た
ち
は
受
け
持

て
る
。
モ
ノ
だ
け
で
な
く
人
も
。
雪
国
だ
か

ら
こ
そ
可
能
な
支
援
。
こ
の
指
定
は
当
市
の

将
来
像
を
逞た
く
まし
く
し
て
ゆ
く
も
の
と
信
じ

ま
す
。
昔
、井
沢
八
郎
さ
ん
が
歌
っ
た「
あ
ゝ

上
野
駅
」
の
詩
を
借
り
れ
ば
、
私
た
ち
の
心

の
駅
、
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
♪
と
言
え
る
よ

う
な
。
胸
に
ゃ
で
っ
か
い
夢
が
あ
る
。

かぼちゃとピーマンのカレー炒め材料（２人分）
・かぼちゃ　100ｇ
・ピーマン　２個
・ベーコン　２枚
・サラダ油　大さじ半分
・カレー粉　小さじ半分
・塩・こしょう　少々（0.5ｇ）
※少々は、親指と人差し指でつまんだ量

【作り方】１人分食塩相当量0.6ｇ
①かぼちゃは種とワタを除き薄切り、ピーマンは縦

半分に切ってヘタと種を除き細切りにする。ベー
コンは１cm幅に切る。

②フライパンにサラダ油を入れ中火で熱し、かぼち
ゃを両面返しながら焼く。ベーコン、ピーマンを
加えて炒め合わせる。

③カレー粉を加え、塩、こしょうで味を整える。
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コスタリカは面積わずか52,000km²の小さな国
です。公用語はスペイン語です。1948年以来、軍

隊を持たないこと、また、世界の生物の６％近くが生息していることで国際的に
注目を集めています。国は環境保護に積極的に取り組んでいます。電力の98％
以上が再生可能エネルギーでまかなわれ、国土の30％近くが自然保護区として
守られています。火山を探検したり、ジャガーやナマケモノを見つけたり、バー
ドウォッチングや太平洋とカリブ海の海岸でリラックスしたり、環境を大いに満
喫することができます。コスタリカ人はいつでも笑顔で、ガジョピント（黒豆ご
はん）を一皿、そして「プーラ・ヴィーダ」（あいさつ）で歓迎してくれますよ。

コスタリカ共和国 スニガ　サモラ　カロリーナ さん

国際大学留学生
お国自慢コーナー～ Beauty of my country ～

私の国はこんなところ

来日以来、この美しい国と親切で礼儀正しい人々から多くのことを学び
ました。

国際大学での生活は、中南米からの学生たちとのつながりをはじめ、ア
フリカ、アジア、大洋州からの学生との出会いももたらしてくれました。
仲間たちと経験や異文化を学び合い、素晴らしい時間を過ごしています。

IUJで学んでいること、将来のこと

シリーズ

第147回

地域おこし協力隊などが活動や、
みなさんに知ってほしい地域の
情報を紹介するコーナーです。

南魚沼市 地域おこし協力隊日記
【問合せ】U＆Iときめき課 ふるさと創り班　☎773・6659

新任の地域おこし協力隊委員紹介

千葉県出身で大学への進学を機に山形県へ移住し、卒業後は地域の物産・特
産品を扱うサービス業に従事していました。学生時代はものづくりなどアート
ワークショップの企画・実践や社会教育について学び、社会の中にアートを活
かす方法をさまざまな経験を通して培いました。

５月から池田記念美術館(イケビ)を拠点に活動しています。イケビは以前から展示だけではなく「作
品を媒介に思考・対話する教育現場」としての活動や、地域住民との連携活動に力を入れていました。
その思いを受け継ぎ、さらに発展できるよう尽力していきます。そして子どもたちや地域のみなさん
に向けたワークショップなどの活動を通して、アートの楽しさのみならず県外から来た「よそ者」だ

からこその視点を大切に、地域の魅力や新しい価値観との出会いの場を
創造していきたいです。またアート活動だけではなく、山について、食
ついて、畑についてなど興味のあることがたくさんあります。みなさん
が知っている南魚沼の素敵なところ、面白いところを教えていただける
と嬉しいです。自分で発見したこと・教えていただいたことの両方を種
として色々な形に展開し、地域活性化の一歩に繋げていきたいです。

南魚沼市
の

SNSなど

山室 茉由さん



５月24日

世界各国の文化に触れることのできる国際大学の学
園祭です。小雨の中、会場には多くの人が訪れ、民族
衣装を身にまとった学生などによる伝統舞踊や歌など
が披露されました。パフォーマンスが終わるごとに会
場は大きな拍手や歓声に包まれました。

子育ての駅「ほのぼの」で、妊娠期の教室を開催し
ました。17組が参加し、赤ちゃんと楽しく過ごすため
のヒントやベビーマッサージなどを学びました。
第２回以降の日程は、市報の講座・催しの一覧でお
知らせします。（母子手帳交付時に案内します）
参加者にはプレゼントを用意しています。

インターナショナルフェスティバル開催 第１回 プレママ・プレパパ教室開催

６月４日

約4,000人のランナーが「いただきます」の掛け声ととも
に駆け出しました。走った後は、グルメ村で南魚沼コシヒカ
リと地元グルメを堪能しました。

第16回 南魚沼グルメマラソンが行われました

６月８日
令和７年６月１日
付けで白井健治さん
が総務大臣から行政
相談委員に委嘱され
ました。
行政相談では、国
の行政に関する疑問
や相談・意見などを
お聞きします。

日程は、市報みなみ魚沼の各種相談・講座・
催しなどの一覧をご確認ください。

投稿ありがとうございます！
４月からスタートした南魚沼の景色や行
事などさまざまな魅力を市民のみなさんの
投稿写真で紹介するページです。
投稿写真の中から２枚を紹介します。
投稿写真は、市ウェブサイト
(ＱＲ)で掲載しています。
ぜひ、ご覧ください。

ニックネーム：じゅんじゅん
タイトル：坂戸山のカタクリ

ニックネーム：たいたいまん
タイトル：八海山と田んぼ

南魚沼フォトギャラリー 投稿募集中!

市民の動き 令和７年５月末日現在(　)は対前月比
●人口　51,812人（－60）

男 25,400人（－32）　女 26,412人（－28）
●世帯数 20,357戸（＋15）

特集に関連し、５月27日㈫に大崎小学校で行われ
た交通安全教室、６月６日㈮に塩沢小学校で行われた
田植え授業を取材させていただきました。
教室や授業を通して、地域の人も子どもたちも笑顔

で溢れていました。これからも、このような活動が続
いていくことを願います。

今月の
表紙
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